
関係部署 平成２９年度取組実績　事業名（取組内容） 平成３０年度実施見込み　事業名（取組内容）

小児慢性特定疾病児童等自立支援事業 小児慢性特定疾病児童等自立支援事業

‹地域支援協議会›
年2回開催（7/3、2/2）
議題
・１回目
（１） 愛知県における小児慢性特定疾病医療給付状況について
（２） 愛知県小児慢性特定疾病児童等自立支援事業実施状況について
（３） 小児慢性特定疾病児童等とその家族を取り巻く課題について
・２回目
（１）小児慢性特定疾病医療意見書による療養児調査について
（２）愛知県小児慢性特定疾病児童等自立支援事業実施状況について
（３）その他～都道府県における小児慢性特定疾病の患者に対する移行期医療支援体制の構築について
～
構成員
医療機関、患者・家族会、市町村（保健部門・福祉部門）、教育機関、保健所等
‹研修会＞
年1回開催、参加者79名
内容
（１） 報告「小児慢性特定疾病児童等の自立支援に関するアンケート結果」
（２） 講演「共に育ち合う保育　～16番染色体異常症児の保育を通して～」
（３） 講演「疾患や障害を持つ子の就園・就学支援」

‹地域支援協議会›
小児慢性特定疾病児童等の支援について検討予定。

‹研修会›
地域保健機関で小児慢性特定疾病児童等の支援がより充実できるような目的で開催予定。

‹関係機関等連携会議›
小児慢性特定疾病児童等自立支援について、各保健所で地域の実情に応じ開催予定。

‹関係機関連携会議›
【瀬戸保健所】
Ｈ30.3.14開催
議題
(１)管内の小児慢性特定疾病医療給付　、申請状況について
(２）管内における医療的ケアが必要な障害児の状況について
(３)就園している医療的ケアが必要な障害児の事例紹介
(４) 意見交換
出席者
大学院教授（有識者）、市町保健師、市町子育て支援課、市町福祉課、県自立支援相談員

‹地域健康課題対応事業›
【春日井保健所】
事業名：医療依存度の高い在宅療養難病患者における災害時の支援体制の整備
連携機関等：管内2市の防災、福祉、保健主管課担当者　医師、訪問看護事業所、居宅介護支援事業所
等

【春日井保健所】
Ｈ30.3.16開催
テーマ：お互いの仕事を知って連携を深めよう。
情報提供
「保健所の小児慢性特定疾病児童の支援について」
事例検討会
・事例①心疾患があり在宅酸素療法を行っている児「発達を促す支援について考える」
・事例②腎不全により腹膜透析を実施している児「家庭環境に問題がある場合の支援について考える」
助言者　オリーブ在宅クリニック　院長　木村卓二氏
出席者
訪問看護ステーション、相談支援事業所、その他事業所等、行政機関

【江南保健所】
事業名：難病の子どもと家族を地域で支える仕組みづくり
連携機関等：患者家族会、医療機関、在宅医療サポートセンター、訪問看護ステーション、障害児相談支
援事業所、児童等デイサービス事業所、保育学校関係者、市町村等

健康福祉部
児童家庭課

（保健分野）

(県)
保健所

（保健分野）
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(県)
保健所

（保健分野）
【江南保健所】
Ｈ30.2.9開催
議題
医療的ケア児等の在宅支援体制の充実に向けて
出席者
医師会、歯科医師会、薬剤師会、在宅医療サポートセンター、訪問看護ステーション連絡会、介護支援専
門員連絡会、医療ソーシャルワーカー連絡会、患者家族会、市町

【津島保健所】
事業名：在宅難病患者の災害時への対策
連携機関等：居宅介護支援事業所、訪問看護ステーション、管内市町村防災・福祉・保健担当課等

【半田保健所】
Ｈ29.10.18開催
議題
１報告
ア愛知県の小児慢性特定疾病児童等自立支援事業と保健所の取組
イ保健所管内の小児慢性特定
ウ平成２８年度愛知県小児慢性特定疾病児童等の自立支援に関するアンケート調査結果
２意見交換「小児慢性特定疾病児童等の地域支援と就園受け入れ体制の充実に向けて」
３情報提供「医療的ケア児・家族への支援について」
特定非営利活動法人ひなたの物語り　神谷　日出明氏
出席者
関係機関(訪問看護・相談支援センター・相談支援事業所)、市町村、自立支援員

【半田保健所】
事業名：小児慢性特定疾病児童及び保護者への平時からの災害対策の推進
連携機関等：訪問看護ステーション、管内相談支援事業所、管内市町防災、福祉、保健主管課

【衣浦東部保健所】
Ｈ30.2.23開催
議題
小児慢性特定疾病児童等関係機関連絡会議
①管内の小児慢性特定疾病医療給付状況について
②保健所相談支援事業について
③各関係機関の取組及び課題について
④平成30年度地域健康課題対応事業
「医療的ケア児の支援に関する関係機関連携推進事業」について
出席者
管内医療機関(2か所)の医師・薬剤師・医療ソーシャルワーカー、訪問看護ステーション看護師等、
管内各市教育保健福祉関係課、あいち小児保健医療総合センター保健師

【知多保健所】
事業名：難病患者の災害時個別支援計画の作成に向けた連携の推進
連携機関等：研究国立長寿医療研究センター、公立西知多総合病院、管内各市防災主管課・福祉主管
課・保健主管課、各市消防本部、訪問看護ステーション、居宅介護支援事業所、医療機器（呼吸器）業者、
中部電力、各市地域包括支援センター等

【衣浦東部保健所】
事業名：医療的ケア児支援に関する関係機関連携推進事業
連携機関等：管内6市（保険・福祉・教育）、訪問看護事業所、障害児医療関係機関等

健康福祉部
保健医療局
医務課

小児在宅医療普及推進事業(医療介護総合確保基金事業) 小児在宅医療普及推進事業(医療介護総合確保基金事業)

〔事業者〕(公社)愛知県医師会 〔事業者〕(公社)愛知県医師会
（医療分野）

【小児在宅医療推進に係る調整会議】
〔開催回数〕年３回(４月、７月、１月)
〔場所〕愛知県医師会館
〔内容〕県内全域の小児在宅医療を推進するため、地域の小児在宅医療の代表者
　　　等により、研修内容の策定・評価等を実施
[主な検討事項]研修内容の策定・評価
〔構成員〕９名(内訳：愛知県医師会担当理事　等)

【小児在宅医療推進に係る調整会議】
〔開催回数〕年３回程度（４月、６月、○月）
〔場所〕愛知県医師会館
〔内容〕県内全域の小児在宅医療を推進するため、地域の小児在宅医療の代表者
　　　等により、研修内容の策定・評価等を実施
[主な検討事項]研修内容の策定・評価
〔構成員〕９名(内訳：愛知県医師会担当理事　等)
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健康福祉部
保健医療局
医務課

（医療分野）

【医療的ケア児に従事する医師向け研修】
〔日時〕平成２９年１０月２９日(日)１０時～１７時
〔場所〕愛知県医師会館９階大講堂
〔内容〕診療所の医師等を対象として、人工呼吸器や経管栄養等の医療的ケアの
　　　ある重症心身障害児の処置等に係る研修会の開催
〔参加者〕２８名(内訳：小児在宅医療に従事または従事予定の医師)

【医療的ケア児に従事する医師向け研修】
〔日時〕平成３０年１０月１４日（日）１０時～１７時（予定）
〔場所〕未定
〔内容〕診療所の医師等を対象として、人工呼吸器や経管栄養等の医療的ケアの
　　　ある重症心身障害児の処置等に係る研修会の開催
〔参加者〕○○名(内訳：小児在宅医療に従事または従事予定の医師)

【小児医療従事者ネットワーク構築研修】
（１）豊橋
〔日時〕平成２９年９月１０日(日)１０時～１６時３０分
〔場所〕豊橋市保健所・保健センター１階講堂
〔内容〕医師、歯科医師、薬剤師、訪問看護師、リハビリ職種等様々な関連職種
　　　を対象として、多職種連携等によるケアに係る研修会の開催
〔参加者〕９５名(内訳：医師、歯科医師、薬剤師、看護師、リハビリ職種等)
（２）瀬戸（もーやっこジュニアの広場）
〔日時〕平成２９年１１月２５日(土)１３時～１６時３０分
〔場所〕瀬戸蔵４階大ホール、会議室１～５
〔内容〕医師、歯科医師、薬剤師、訪問看護師、リハビリ職種等様々な関連職種
　　　を対象として、多職種連携等によるケアに係る研修会の開催
　　　　医療的ケア児及び保護者も参加し、保護者同士のネットワーク構築等も目
　　　的とした交流の場の提供
〔参加者〕１６７名
　　　　　　(内訳：医師、看護師、リハビリ職種、医療的ケア児、保護者、学生等)
（３）一宮
〔日時〕平成３０年２月２４日(土)１４時～１８時
〔場所〕一宮市医師会館２階大会議室
〔内容〕医師、歯科医師、薬剤師、訪問看護師、リハビリ職種等様々な関連職種
　　　を対象として、多職種連携等によるケアに係る研修会の開催
〔参加者〕１２９名(内訳：医師、歯科医師、薬剤師、看護師、リハビリ職種等)

【小児医療従事者ネットワーク構築研修】
（１）岡崎
〔日時〕平成３０年１１月１７日（土）１４時～（予定）
〔場所〕岡崎市医師会
〔内容〕医師、歯科医師、薬剤師、訪問看護師、リハビリ職種等様々な関連職種
　　　を対象として、多職種連携等によるケアに係る研修会の開催
〔参加者〕○○名(内訳：医師、歯科医師、薬剤師、看護師、リハビリ職種等)
（２）瀬戸（もーやっこジュニアの広場）
〔日時〕未定
〔場所〕未定
〔内容〕医師、歯科医師、薬剤師、訪問看護師、リハビリ職種等様々な関連職種
　　　を対象として、多職種連携等によるケアに係る研修会の開催
　　　　医療的ケア児及び保護者も参加し、保護者同士のネットワーク構築等も目
　　　的とした交流の場の提供
〔参加者〕○○名
　　　　　　(内訳：医師、看護師、リハビリ職種、医療的ケア児、保護者、学生等)
（３）知多地域
〔日時〕未定
〔場所〕未定
〔内容〕医師、歯科医師、薬剤師、訪問看護師、リハビリ職種等様々な関連職種
　　　を対象として、多職種連携等によるケアに係る研修会の開催
〔参加者〕○○名(内訳：医師、歯科医師、薬剤師、看護師、リハビリ職種等)

健康福祉部
子育て支援
課
（保育分野）

― ―

障害福祉サービス等報酬（障害者総合支援法等関係法令） 障害福祉サービス等報酬(障害者総合支援法等関係法令)改正の周知

〔主催〕 〔主催〕障害福祉課

―

【障害福祉サービス事業所への周知】
国の告示内容を全事業所へ通知の上、県のホームページにも掲載するとともに、平成30年3月20日、5月
24日、5月25日及び5月31日の計4回にわたって行った全事業所を対象とした県主催の集団指導の場にお
いて、周知及び積極的な活用について提案を行った。
【平成30年度障害福祉サービス等報酬改定における主な改定内容】
１　人工呼吸器等の使用や、たん吸引などの医療的ケアが必要な障害児が、必要な支援を受けられる
  よう、障害児向けサービス事業所における看護職員の配置を評価する加算を創設
２　障害児の通所サービスについて、利用者の状態や事業所のサービス提供時間に応じた評価を行う
３　障害児の居宅を訪問して発達支援を行う新サービス（前回の法改正に伴うもの）、「居宅訪問型児童
  発達支援」の報酬を設定

健康福祉部
障害福祉課

（障害福祉）
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協議の場の設置 協議の場の設置

〔主催〕障害者施設整備室 〔主催〕障害者施設整備室

【県庁内の関係課室による打合せ】

〔内容〕医療的ケア児支援にかかる協議の場の設置に向けて、関係課室による打合せを適宜開催した。

【愛知県障害者自立支援協議会医療的ケア児支援部会】
第１回
〔日時〕平成30年7月5日(木）15:00～17:00
〔場所〕愛知県自治センター
〔内容〕保健・医療・障害福祉・教育等の支援に携わる関係者が一堂に会し、地域の課題や対応策につい
て継続的に意見交換や情報共有を図る。
〔委員〕１４名(保健・医療・障害福祉・教育・当事者団体等の各分野の代表者)

第２回
　未定

医療的ケア児等コーディネーター養成研修 医療的ケア児等コーディネーター養成研修

〔主催〕障害者施設整備室 〔主催〕障害者施設整備室

―

【医療的ケア児等コーディネーター養成研修】
〔日時〕平成30年10月及び11月のうち、４日間（平日を予定）
〔場所〕愛知県社会福祉会館（調整中）
〔内容〕医療・療育・教育現場の支援者が、個々の疾患特性や行動特性に合わせた支援方法について理
解を深める。
〔参加者〕100名程度(市町村から推薦を受けたコーディネーター１～２名。)

喀痰吸引等特定行為事業者の登録事務 喀痰吸引等特定行為事業者の登録事務

〔主催〕障害福祉課 〔主催〕障害福祉課

【喀痰吸引登録事務】
〔内容〕一定の研修を修了した介護職員等は喀痰吸引等特定行為事業者として登録を受けた事業者にお
いて、喀痰吸引等の行為を実施できる。

〔登録事業所数（障害者総合支援法）〕269名
　※介護保険法における登録は除く。

【喀痰吸引登録事務】
〔内容〕一定の研修を修了した介護職員等は喀痰吸引等特定行為事業者として登録を受けた事業者にお
いて、喀痰吸引等の行為を実施できる。

〔登録事業所数（障害者総合支援法）〕269名
　※介護保険法における登録は除く。

障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業) 障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業)

〔主催〕心身障害者コロニー 〔主催〕心身障害者コロニー

【遺伝療育講演会】
〔日時〕平成30年1月20日(土）13:30～16:30
〔場所〕ウインクあいち
〔内容〕医療・療育・教育現場の支援者が、個々の疾患特性や行動特性に合わせた支援方法について理
解を深める。
講演１　「個性ある子どもとその両親と関わり」
講義２　「染色体・遺伝性疾患の最近の話題と疾患特性の理解」
講義３　「染色体疾患・遺伝子疾患があるお子さんに対する作業療法～支援の実際について～その３」
〔参加者〕94名(内訳：障害児(者)の在宅医療にかかわる医師、看護師、リハビリスタッフ、教員、療育福祉
関係者など)

【遺伝療育講演会】
〔日時〕平成30年11月18日(日）13:30～16:30
〔場所〕刈谷市産業振興センター（調整中）
〔内容〕医療・療育・教育現場の支援者が、個々の疾患特性や行動特性に合わせた支援方法について理
解を深める。
講演１　未定
講義２　「染色体・遺伝性疾患の最近の話題と疾患特性の理解」
講義３　「染色体疾患・遺伝子疾患のあるお子さんに対する作業療法～支援の実際について～」
〔参加者〕100名(内訳：障害児(者)の在宅医療にかかわる医師、看護師、リハビリスタッフ、教員、療育福祉
関係者など)
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関係部署 平成２９年度取組実績　事業名（取組内容） 平成３０年度実施見込み　事業名（取組内容）

愛知県における医療的ケア関連事業の取組実績及び実施見込み 資 料 １

障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業) 障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業)

〔主催〕心身障害者コロニー 〔主催〕心身障害者コロニー

【重症心身障害児(者）医療療育推進講演会】
〔日時〕平成29年7月8日（土）13:30～15:00
〔場所〕安保ホール
〔内容〕重症心身障害児（者）が地域で安心して生活できるよう、支援者として必要な知識、情報を提供し、
在宅生活・在宅支援の充実を図る。
講演　「栃木県の重症心身障害児（者）施設とネットワーク」
〔参加者〕70名(内訳：重症心身障害児(者)短期入所利用支援事業指定事業者、生活介護・通園施設等関
係施設の職員、県障害者相談支援アドバイザー)

【重症心身障害児(者）医療療育推進講演会】
〔日時〕平成30年7月14日（土）13:30～15:00
〔場所〕ウィンクあいち
〔内容〕重症心身障害児（者）が地域で安心して生活できるよう、支援者として必要な知識、情報を提供し、
在宅生活・在宅支援の充実を図る。
講演　未定
〔参加者〕80名(内訳：重症心身障害児(者)短期入所利用支援事業指定事業者、生活介護・通園施設等関
係施設の職員、県障害者相談支援アドバイザー)

障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業) 障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業)

〔主催〕心身障害者コロニー　名古屋大学障害児(者)医療学寄附講座との共催 〔主催〕心身障害者コロニー　名古屋大学障害児(者)医療学寄附講座との共催

【第6回あいち小児在宅医療研究会】
〔日時〕平成29年12月10日（日）13：00～16：30
〔場所〕愛知県医師会館
〔内容〕県内の小児期発症の発達の障害のある児(者)の在宅医療体制の拡充を図るため、小児在宅医療
の関係者が一同に会したあいち小児在宅医療研究会を実施することにより、相互に理解を深めて、小児
在宅医療の推進に寄与することを目的とする。
テーマ　「小児在宅を支える医療技術」
基調講演　「小児在宅を支える医療技術ーあおぞら診療所の実践」
シンポジウム　「小児在宅を支える医療技術」　①安心・安全な小児在宅人工呼吸法を目指して②小児訪
問リハビリテーションの役割　③小児在宅を支える歯科医療④重症児者に対する小児外科医の役割
〔参加者〕259名(内訳：県内の、①総合病院小児科・新生児科・救急担当科、障害児(者)専門医療機関等
の勤務医及び小児在宅医療に関心のある診療所医師、②看護師(総合病院関係診療科、訪問看護ステー
ション、特別支援学校、福祉施設、介護事務所等に勤務する看護師)、③リハビリテーション療法士、教員、
研究者、療育福祉関係者等)

【第7回あいち小児在宅医療研究会】
〔日時〕平成30年12月9日（日）13：00～16：30
〔場所〕名古屋大学 中診棟3階講堂
〔内容〕県内の小児期発症の発達の障害のある児(者)の在宅医療体制の拡充を図るため、小児在宅医療
の関係者が一同に会したあいち小児在宅医療研究会を実施することにより、相互に理解を深めて、小児
在宅医療の推進に寄与することを目的とする。
テーマ　「在宅生活を豊かにする食事（案）」
基調講演　未定
シンポジウム　未定　①栄養士②小児外科医師③保護者④支援者側
〔参加者〕300名(内訳：県内の、①総合病院小児科・新生児科・救急担当科、障害児(者)専門医療機関等
の勤務医及び小児在宅医療に関心のある診療所医師、②看護師(総合病院関係診療科、訪問看護ステー
ション、特別支援学校、福祉施設、介護事務所等に勤務する看護師)、③リハビリテーション療法士、教員、
研究者、療育福祉関係者等)

障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業) 障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業)
〔主催〕心身障害者コロニー 〔主催〕心身障害者コロニー

【重症心身障害児（者）関係施設職員研修】
〔日時〕〔尾張地区〕平成29年9月25日（月）〔三河地区〕平成29年9月19日（火）
〔場所〕〔尾張地区〕ウイルあいち〔三河地区〕西三河総合庁舎
〔内容〕地域で重症心身障害児（者）への支援を行っている施設関係者が一堂に会し、地域支援の実態や
課題の把握を行う。また、支援者間のネットワークを構築し、重症心身障害児(者）が地域で安心した生活
を送ることができる体制の構築に繋げる。（尾張・三河地区で実施）
講義　「重症心身障害児者の日中活動支援」情報交換「地域の関係施設との連携を深める」
〔参加者〕尾張38名三河22名(内訳：重症心身障害児(者)を受け入れている関連施設職員、市町村福祉課
職員等)

【重症心身障害児（者）関係施設職員研修】
〔日時〕〔主に尾張地区対象〕平成30年9月3日（月）10：00～12：30
　　　　 〔主に三河地区対象〕平成30年9月3日（月）14：00～16：30
〔場所〕ウイルあいち
〔内容〕地域で重症心身障害児（者）への支援を行っている施設関係者が一堂に会し、地域支援の実態や
課題の把握を行う。また、支援者間のネットワークを構築し、重症心身障害児(者）が地域で安心した生活
を送ることができる体制の構築に繋げる。
講義　未定　情報交換「地域の関係施設との連携を深める」
〔参加者〕各30名(内訳：重症心身障害児(者)を受け入れている関連施設職員、市町村福祉課職員等)
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関係部署 平成２９年度取組実績　事業名（取組内容） 平成３０年度実施見込み　事業名（取組内容）

愛知県における医療的ケア関連事業の取組実績及び実施見込み 資 料 １

障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業) 障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業)

〔主催〕心身障害者コロニー 〔主催〕心身障害者コロニー

【重症心身障害児（者）関係施設等職員実践基礎研修（介護職コース）】
〔日時〕２日間①平成29年5月27日（土）10：00～16：30②平成29年10月28日（土）13:30～16:30
〔場所〕①コロニー管理棟講堂②講義　コロニー管理棟講堂　演習　コロニーこばと学園
〔内容〕重症心身障害児（者）への理解を深め、医療と生活支援について講義と実践を通して学び、介助技
術の向上を支援する。
重症心身障害児（者）の生活支援～重症心身障害児（者）の基本を学ぶ～
①＜基礎＞
　講義　「重症心身障害児（者）の理解」「特別食について」「重症心身障害児（者）の摂食・嚥下の基礎知
識Ⅰ」　演習　「摂食嚥下の体験」
②＜実践＞
　講義　「重症心身障害児（者）の摂食・嚥下の基礎知識Ⅱ」　演習　「摂食援助の実践」
〔参加者〕①21名②14名(内訳：重症心身障害児(者)を受け入れている関連施設等の介護職員)

【重症心身障害児（者）関係施設等職員実践基礎研修（介護職コース）】
〔日時〕平成30年5月26日（土）10：00～16：30
〔場所〕コロニー管理棟講堂
〔内容〕重症心身障害児（者）への理解を深め、医療と生活支援について講義と実践を通して学び、介助技
術の向上を支援する。
重症心身障害児（者）の生活支援～重症心身障害児（者）の基本を学ぶ～
　講義　「重症心身障害児（者）の理解」「特別食について」「重症心身障害児（者）の摂食・嚥下の基礎知
識Ⅰ」　演習　「摂食嚥下の体験」
〔参加者〕30名(内訳：重症心身障害児(者)を受け入れている関連施設等の介護職員)

障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業) 障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業)

〔主催〕心身障害者コロニー 〔主催〕心身障害者コロニー

【重症心身障害児（者）関係施設等職員実践研修（看護職コース）】
〔日時〕平成29年7月1日（土）10:20～16:00
〔場所〕講義コロニー管理棟講堂　演習コロニー中央病院
〔内容〕福祉施設で勤務する看護師が、重症心身障害児・者の医療について理解を深め、地域で生活する
障害者へ安全、安心な
支援ができるよう看護技術向上を支援する。
講義「呼吸障害がある重症心身障害児（者）への生活支援（看護職の立場から）」
講義「呼吸障害がある重症心身障害児（者）への生活支援（理学療法士の立場から）」
演習「ポジショニング」「呼吸介助」　意見交換
〔参加者〕19名(内訳：重症心身障害児(者)を受け入れている病院、関連施設等の看護師)

【重症心身障害児（者）関係施設等職員実践研修（看護職コース）】
〔日時〕平成30年6月23日（土）10:20～16:00
〔場所〕講義コロニー管理棟講堂　演習コロニー中央病院
〔内容〕福祉施設で勤務する看護師が、重症心身障害児・者の医療について理解を深め、地域で生活する
障害者へ安全、安心な
支援ができるよう看護技術向上を支援する。
講義「呼吸障害がある重症心身障害児（者）への生活支援（看護職の立場から）」
講義「呼吸障害がある重症心身障害児（者）への生活支援（理学療法士の立場から）」
演習「ポジショニング」「呼吸介助」　意見交換
〔参加者〕20名(内訳：重症心身障害児(者)を受け入れている病院、関連施設等の看護師)

障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業) 障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業)

〔主催〕心身障害者コロニー 〔主催〕心身障害者コロニー

【重症心身障害児(者）の呼吸ケア研修】
〔日時〕平成29年11月26日（日）13:00～17:00
〔場所〕講義コロニー管理棟講堂　演習コロニー中央病院
〔内容〕重症心身障害児(者）の医療を行う上では、呼吸ケアの知識・技術が必要となるため、呼吸障害の
病態生理とそれらに対する治療法や対象法を学ぶことで、理解を深めスキルアップを図る。
講義「脳性麻痺、重症心身障害に合併した呼吸障害の病態と内科的管理法」　「重症心身障害児者の問
題に対する外科的治療」　「脳性麻痺児に対する呼吸理学療法の実際」
演習　１　医療機器実習　　　２　リハビリテーション実習
〔参加者〕39名(内訳：県内の小児、障害者の治療・看護を行う医師及び看護師)

【重症心身障害児(者）の呼吸ケア研修】
〔日時〕平成30年11月4日（日）13:00～17:00
〔場所〕講義コロニー管理棟講堂　演習コロニー中央病院
〔内容〕重症心身障害児(者）の医療を行う上では、呼吸ケアの知識・技術が必要となるため、呼吸障害の
病態生理とそれらに対する治療法や対象法を学ぶことで、理解を深めスキルアップを図る。
講義「脳性麻痺、重症心身障害に合併した呼吸障害の病態と内科的管理法」　「重症心身障害児者の問
題に対する外科的治療」　「脳性麻痺児に対する呼吸理学療法の実際」
演習　１　医療機器実習　　　２　リハビリテーション実習
〔参加者〕40名(内訳：県内の小児、障害者の治療・看護を行う医師及び看護師)
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関係部署 平成２９年度取組実績　事業名（取組内容） 平成３０年度実施見込み　事業名（取組内容）

愛知県における医療的ケア関連事業の取組実績及び実施見込み 資 料 １

障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業) 障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業)

〔主催〕心身障害者コロニー 〔主催〕心身障害者コロニー

【重症心身障害児（者）看護研修［特別支援学校向け］】
〔日時〕平成29年7月26日（火）13:30～16:30
〔場所〕ウィンクあいち
〔内容〕特別支援学校において年々増加する医療的ケアの必要な児童が、安心して学校生活が送れるよ
う、医療的ケアに関する知識を習得する。
講義　「重症心身障害児の看護」　「重症心身障害児の口腔ケア」　「呼吸理学療法について」
〔参加者〕51名(内訳：県内の特別支援学校に勤務する看護師・養護教諭)

【重症心身障害児（者）看護研修［特別支援学校向け］】
〔日時〕平成30年7月24日（火）13:30～16:30
〔場所〕ウィンクあいち
〔内容〕特別支援学校において年々増加する医療的ケアの必要な児童が、安心して学校生活が送れるよ
う、医療的ケアに関する知識を習得する。
講義　「重症心身障害児の看護」　「重症心身障害児の口腔ケア」　「呼吸理学療法について」
〔参加者〕50名(内訳：県内の特別支援学校に勤務する看護師・養護教諭)

障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業) 障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業)

〔主催〕心身障害者コロニー 〔主催〕心身障害者コロニー

【重症心身障害児(者）看護研修[訪問看護ステーション向け]】
〔日時〕講義平成29年8月6日（日）13:30～16:30
　　　　　実習平成29年8月28日（月）～8月30日（水）　10:00～17:00
〔場所〕講義　ウインクあいち　実習　コロニー中央病院
〔内容〕小児の在宅人工呼吸器装着患者等のケア（観察と援助）と、その家族への関わり方を学び在宅で
の訪問看護に活かせるように支援する。
講義　「重症心身障害児（者）の看護の実際」　「重症心身障害児の接触嚥下障害と栄養について」　「在宅
人工呼吸器装着患者の看護」
実習　呼吸、排痰介助、吸引、経管栄養、入浴介助、口腔ケア、人工呼吸器の取扱、カフアシストの説明及
び使用場面の見学、カニューレ交換・胃瘻交換の見学等
〔参加者〕講義88名　実習17名（各日6名×3回）(内訳：訪問看護ステーションの看護師)

【重症心身障害児(者）看護研修[訪問看護ステーション向け]】
〔日時〕講義平成30年7月29日（日）13:30～16:30
　　　　　実習平成30年8月27日（月）～8月29日（水）　10:00～17:00
〔場所〕講義　ウインクあいち　実習　コロニー中央病院
〔内容〕小児の在宅人工呼吸器装着患者等のケア（観察と援助）と、その家族への関わり方を学び在宅で
の訪問看護に活かせるように支援する。
講義　「重症心身障害児（者）の看護の実際」　「重症心身障害児の遊びの援助と家族支援」
　　　　「在宅人工呼吸器装着患者の看護」
実習　呼吸、排痰介助、吸引、経管栄養、入浴介助、口腔ケア、人工呼吸器の取扱、カフアシストの説明及
び使用場面の見学、カニューレ交換・胃瘻交換の見学等
〔参加者〕講義100名　実習18名（各日6名×3回）(内訳：訪問看護ステーションの看護師)

障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業)

主催者都合により未開催
〔主催〕心身障害者コロニー、名古屋大学医学系研究科障害児（者）医療学寄附講座、名古屋大学医学系
研究科看護学専攻健康発達看護学講座との共催。

【あいち小児在宅医療事例検討会】
〔日時〕未定
〔場所〕名古屋大学医学部医系研究棟1号館地下1回会議室
〔内容〕愛知県の各地域で、小児在宅医療を実践している関係者が集まり、事例を通して具体的なノウハ
ウの検討等を行い、困難例の対策について学ぶとともに、関係者間の連携を深める機会とする。
〔参加者〕100名(内訳：医師、看護師、リハビリスタッフ、教諭)

健康福祉部
障害福祉課

（障害福祉）

健康福祉部
障害福祉課

（障害福祉）

7



関係部署 平成２９年度取組実績　事業名（取組内容） 平成３０年度実施見込み　事業名（取組内容）

愛知県における医療的ケア関連事業の取組実績及び実施見込み 資 料 １

障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業) 障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業)

〔主催〕心身障害者コロニー 〔主催〕心身障害者コロニー

【重症心身障害児者療育ネットワーク会議】
〔日時〕平成29年7月8日（土）
〔場所〕安保ホール
〔目　的〕
・医療ケアの必要な短期入所利用者・在宅困難者を受け入れるために、愛知県内の施設が分担・協力し
てセーフティーネットを築き、在宅の家族をサポートする。
・愛知県内の重症心身障害児者を支援するために関係施設等の協力体制をつくり、医療療育を充実させ
る。
 ・医療従事者の育成、研修活動の推進を図る。
〔内　容〕 ・各施設および病院からの現状報告　・愛知県障害医療連絡協議会の報告
・実務者ワーキンググループ会議の報告　・新たなワーキンググループの設置について
・重症心身障害児者短期入所実施機関の一覧表について・重症児者の短期入所と療養介護について   ・
小児在宅医療推進企画委員会について
〔構成員〕愛知県医師会　名古屋大学医療学寄付講座　国立東名古屋病院　国立豊橋医療療育センター
青い鳥医療療育センター　三河青い鳥医療療育センター　名古屋市立西部医療センター　名古屋市重症
心身障害児者施設ティンクルなごや　社会福祉法人杏嶺会一宮医療療育センター　社会福祉法人明世会
信愛医療療育センター　豊田こども発達センター　社会医療法人宏潤会大同病院　障害者地域生活支援
センター杜の風　大府あおぞら有床クリニック
愛知県健康福祉部障害福祉課　名古屋市健康福祉局障害福祉部障害支援課　コロニー

【重症心身障害児者療育ネットワーク会議】
〔日時〕平成30年7月14日（土）
〔場所〕ウィンクあいち
〔目　的〕
・医療ケアの必要な短期入所利用者・在宅困難者を受け入れるために、愛知県内の施設が分担・協力し
てセーフティーネットを築き、在宅の家族をサポートする。
・愛知県内の重症心身障害児者を支援するために関係施設等の協力体制をつくり、医療療育を充実させ
る。
 ・医療従事者の育成、研修活動の推進を図る。

〔構成員〕愛知県医師会　名古屋大学医療学寄付講座　国立東名古屋病院　国立豊橋医療療育センター
青い鳥医療療育センター　三河青い鳥医療療育センター　名古屋市立西部医療センター　名古屋市重症
心身障害児者施設ティンクルなごや　社会福祉法人杏嶺会一宮医療療育センター　社会福祉法人明世会
信愛医療療育センター　豊田こども発達センター　社会医療法人宏潤会大同病院　障害者地域生活支援
センター杜の風　大府あおぞら有床クリニック
愛知県健康福祉部障害福祉課　名古屋市健康福祉局障害福祉部障害支援課　コロニー

障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業) 障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業)

〔主催〕心身障害者コロニー 〔主催〕心身障害者コロニー

【重症心身障害児者療育ネットワーク実務者会議(相談支援担当者）】
〔日時〕【第１回】平成29年6月21日(水）【第２回】平成29年11月20日（月）
〔場所〕【第1回】一宮医療療育センター【第２回】信愛医療療育センター
〔目　的〕医療的ケアの必要な短期入所利用者・在宅困難者を受け入れるために、県内の施設が分担・協
力してセーフティ―ネットを築き、在宅の家族をサポートする。
〔内　容〕 【第1回】一宮医療療育センター見学、各施設の状況、短期入所について
　　　　　　【第２回】信愛医療療育センター見学、各施設の状況、小児の面会等について、
　　　　　　　　　　　　重症心身障害児者対応事業所について
〔構成員〕国立病院機構東名古屋病院　国立病院機構豊橋医療センター　青い鳥医療療育センター　三河
青い鳥医療療育センター　一宮医療療育センター　ティンクルなごや　障害者地域生活支援センター杜の
風　信愛医療療育センター　コロニー　愛知県健康福祉部障害福祉課

【重症心身障害児者療育ネットワーク実務者会議(相談支援担当者）】
〔日時〕未定
〔場所〕未定
〔目　的〕医療的ケアの必要な短期入所利用者・在宅困難者を受け入れるために、県内の施設が分担・協
力してセーフティ―ネットを築き、在宅の家族をサポートする。
〔構成員〕国立病院機構東名古屋病院　国立病院機構豊橋医療センター　青い鳥医療療育センター　三河
青い鳥医療療育センター　一宮医療療育センター　ティンクルなごや　障害者地域生活支援センター杜の
風　信愛医療療育センター　コロニー　愛知県健康福祉部障害福祉課

障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業) 障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業)

〔主催〕心身障害者コロニー 〔主催〕心身障害者コロニー

【重症心身障害児者療育ネットワーク実務者会議(看護療育担当者）】
〔日時〕【第１回】平成29年6月21日(火）【第２回】平成29年11月7日（火）
〔場所〕【第1回【第２回】青い鳥医療療育センター
〔目　的〕愛知県内の重症心身障害児者を支援するため、関係施設等の協力体制を作り、療育を充実させ
ること。
〔内　容〕 【第1回】各施設の状況、共有課題について
【第２回】各施設の状況及び課題「動く重症心身障害児者に対しての各施設での対応について」
〔構成員〕国立病院機構東名古屋病院　国立病院機構豊橋医療センター　青い鳥医療療育センター　三河
青い鳥医療療育センター　一宮医療療育センター　名古屋市重症心身障害児施設　ティンクルなごや　信
愛医療療育センター　訪問看護ステーションななみ　柊訪問看護ステーション　こども訪問看護ステーショ
ンじん　おかざき　コロニー　愛知県健康福祉部障害福祉課

【重症心身障害児者療育ネットワーク実務者会議(看護療育担当者）】
〔日時〕未定
〔場所〕未定
〔目　的〕愛知県内の重症心身障害児者を支援するため、関係施設等の協力体制を作り、療育を充実させ
ること。
〔構成員〕国立病院機構東名古屋病院　国立病院機構豊橋医療センター　青い鳥医療療育センター　三河
青い鳥医療療育センター　一宮医療療育センター　名古屋市重症心身障害児施設　ティンクルなごや　信
愛医療療育センター　訪問看護ステーションななみ　柊訪問看護ステーション　こども訪問看護ステーショ
ンじん　おかざき　コロニー　愛知県健康福祉部障害福祉課

健康福祉部
障害福祉課

（障害福祉）

健康福祉部
障害福祉課

（障害福祉）

健康福祉部
障害福祉課

（障害福祉）
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関係部署 平成２９年度取組実績　事業名（取組内容） 平成３０年度実施見込み　事業名（取組内容）

愛知県における医療的ケア関連事業の取組実績及び実施見込み 資 料 １

障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業) 障害児者医療研修事業(医療介護総合確保基金事業)

〔主催〕心身障害者コロニー 〔主催〕心身障害者コロニー

【重症心身障害児者療育ネットワーク実務者会議(栄養部門担当者）】
〔日時〕平成30年1月30日(火）
〔場所〕コロニー
〔目　的〕愛知県内の重症心身障害児者を支援するため、関係施設等の協力体制を作り、食事　　形態や
調理方法、摂食方法などの栄養に関する技術を充実させていく。
〔内　容〕・研修「食形態の重要性」　 ・こばと学園見学「昼食の様子」・嚥下調整食の試食　　　　　　 ・各施
設における嚥下調整食の実際　・意見交換
〔構成員〕国立病院機構東名古屋病院　国立病院機構豊橋医療センター　青い鳥医療療育センター　三河
青い鳥医療療育センター　ティンクルなごや　一宮医療療育センター　信愛医療療育センター　名古屋市
中央療育センター（わかくさ学園）　豊田市こども発達センター　コロニー
愛知県健康福祉部障害福祉課

【重症心身障害児者療育ネットワーク実務者会議(栄養部門担当者）】
〔日時〕未定
〔場所〕未定
〔目　的〕愛知県内の重症心身障害児者を支援するため、関係施設等の協力体制を作り、食事　　形態や
調理方法、摂食方法などの栄養に関する技術を充実させていく。
〔構成員〕国立病院機構東名古屋病院　国立病院機構豊橋医療センター　青い鳥医療療育センター　三河
青い鳥医療療育センター　ティンクルなごや　一宮医療療育センター　信愛医療療育センター　名古屋市
中央療育センター（わかくさ学園）　豊田市こども発達センター　コロニー
愛知県健康福祉部障害福祉課

平成２９年度第２回東三河北部障害保健福祉推進会議
[主催]新城設楽福祉相談センター 各福祉相談センター
[日時]平成30年3月9日（木）　午後1時30分から午後3時30分まで
[場所]新城保健所　会議室
[内容]
議題「市町村（東三河北部圏域）障害福祉計画について」において、「障害福祉計画上で医療的ケア児支
援のため関係機関の協議の場の設置」について各市町村がどのような目標を設定しているか確認した。
[参加者]
市町村障害福祉担当者、相談支援専門員、地域アドバイザー等　延べ３５名 障害保健福祉圏域会議において医療的ケア児支援を取り上げ、圏域ごとの協議の場とする。

医療的ケア事業（医療的ケア連絡協議会） 医療的ケア事業（医療的ケア連絡協議会）
〔主催〕県教育委員会 〔主催〕県教育委員会

【愛知県立特別支援学校における医療的ケア連絡協議会】
〔開催回数〕年３回（6/8、10/16、2/9）
〔場所〕東大手庁舎４０２会議室　等
〔内容〕愛知県立特別支援学校において実施すべき医療的ケアの内容及び実施・
　　　連絡体制並びに緊急時の対応方法等の協議
[主な協議事例]各校からの審議事項
〔構成員〕３２名(内訳：医療的ケア実施校(校長)、愛知県医師会(学校保健部会代
　　　　　表及び看護師団体等(代表))　等)

【愛知県特別支援学校における医療的ケア連絡協議会】
〔開催回数〕年３回（6/7、10/9、2/8）
〔場所〕東大手庁舎４０２会議室　等
〔内容〕愛知県内の特別支援学校において実施すべき医療的ケアの内容及び実施・
　　　連絡体制並びに緊急時の対応方法等の協議
[主な協議事例]各校からの審議事項
〔構成員〕３７名(内訳：医療的ケア実施校(校長)、愛知県医師会(学校保健部会代
　　　　　表及び看護師団体等(代表))　等)

健康福祉部
障害福祉課

（障害福祉）

教育委員会
特別支援
教育課

（教育分野）

新城設楽福
祉相談セン
ター

（障害福祉）
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関係部署 平成２９年度取組実績　事業名（取組内容） 平成３０年度実施見込み　事業名（取組内容）

愛知県における医療的ケア関連事業の取組実績及び実施見込み 資 料 １

医療的ケア事業（指導医の派遣） 医療的ケア事業（指導医の派遣）

〔主催〕県教育委員会 〔主催〕県教育委員会

【愛知県立特別支援学校への指導医の派遣】
〔回数〕年２回（時期：各県立特別支援学校で設定)
〔場所〕各県立特別支援学校
〔内容〕県立特別支援学校において実施される医療的ケアを、安全かつ円滑に実施
　　　するため、小児科医等を学校に派遣し、医療的ケアに関する指導・助言、教職
　　　員及び看護師への医療的ケアの基礎知識に関する研修等を実施する。
[主な協議事例]医療的ケアに関する事例検討等
〔構成員〕１１名（医療的ケア実施校11校に各1名）

【指導医の派遣】
〔回数〕年２回（時期：各県立特別支援学校で設定)
〔場所〕各県立特別支援学校
〔内容〕県立特別支援学校において実施される医療的ケアを、安全かつ円滑に実施
　　　するため、小児科医等を学校に派遣し、医療的ケアに関する指導・助言、教職
　　　員及び看護師への医療的ケアの基礎知識に関する研修等を実施する。
[主な協議事例]医療的ケアに関する事例検討等
〔構成員〕１２名（医療的ケア実施校１２校に各１名）

医療的ケア事業（医療的ケア研修会） 医療的ケア事業（医療的ケア研修会）

〔主催〕県教育委員会 〔主催〕県教育委員会

【平成２９年度医療的ケア研修会】
〔開催回数〕年１回（8/28）
〔場所〕愛知県三の丸庁舎大会議室
〔内容〕愛知県立特別支援学校において、校内で調整的な役割を果たす教員、養護教諭
　　　　及び看護師を対象に医療的ケアの知識と技術の理解を目的とした研修を行う。
[講義]脳性麻痺について
[講師]愛知県心身障害者コロニー中央病院
　　　　　小児神経科臨床第５部部長　丸山幸一　先生
〔参加者〕９５名（教員、養護教諭、看護師）

【平成３０年度医療的ケア研修会】
〔開催回数〕年１回（期日未定）
〔場所〕未定
〔内容〕校内で調整的な役割を果たす教員、養護教諭及び看護師を対象に医療的ケ
　　　アの知識と技術の理解を目的とした研修を行う。
[講義]未定
[講師]あいち小児保健医療総合センター　総合診療科・神経科医長　鈴木　基正　先生
〔参加者〕１００名程度（教員、養護教諭、看護師）

常勤看護師の配置 常勤看護師の配置

〔主催〕県教育委員会 〔主催〕県教育委員会

【愛知県立特別支援学校への看護師の配置】
〔内容〕愛知県立特別支援学校において医療的ケアを行う常勤看護師（正規看護師）
　　　　を配置する。
〔報酬支給人数〕7名
〔その他〕
・肢体不自由特別支援学校7校に各1名、計7名を配置。
・看護師全体では５８名を１１校に配置し医療的ケアを実施。

【愛知県立特別支援学校への看護師の配置】
〔内容〕愛知県立特別支援学校において医療的ケアを行う常勤看護師（正規看護師）
　　　　を配置する。
〔報酬支給人数〕7名
〔その他〕
・肢体不自由特別支援学校7校に各1名、計7名を配置。
・看護師全体では５８名を１１校に配置し医療的ケアを実施。

医療的ケア事業（看護師の配置） 医療的ケア事業（看護師の配置）

〔主催〕県教育委員会 〔主催〕県教育委員会

【愛知県立特別支援学校への看護師の配置】
〔内容〕愛知県立特別支援学校において医療的ケアを行う非常勤看護師を配置する。
〔報酬支給人数〕１６名
〔その他〕
・国庫補助を活用している非常勤看護師。

【愛知県立特別支援学校への看護師の配置】
〔内容〕愛知県立特別支援学校において医療的ケアを行う非常勤看護師を配置する。
〔報酬支給人数〕２０名
〔その他〕
・国庫補助を活用している非常勤看護師。

教育委員会
特別支援
教育課

（教育分野）

教育委員会
特別支援
教育課

（教育分野）

教育委員会
特別支援
教育課

（教育分野）

教育委員会
特別支援
教育課

（教育分野）
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関係部署 平成２９年度取組実績　事業名（取組内容） 平成３０年度実施見込み　事業名（取組内容）

愛知県における医療的ケア関連事業の取組実績及び実施見込み 資 料 １

非常勤看護師の配置 非常勤看護師の配置

〔主催〕県教育委員会 〔主催〕県教育委員会

【愛知県立特別支援学校への看護師の配置】
〔内容〕愛知県立特別支援学校において医療的ケアを行う非常勤看護師を配置する。
〔報酬支給人数〕３５名
〔その他〕
・教員定数を活用して配置している非常勤看護師。

【愛知県立特別支援学校への看護師の配置】
〔内容〕愛知県立特別支援学校において医療的ケアを行う非常勤看護師を配置する。
〔報酬支給人数〕３５名
〔その他〕
・教員定数を活用して配置している非常勤看護師。

インクルーシブ教育システム推進事業 インクルーシブ教育システム推進事業
〔主催〕国、県教育委員会 〔主催〕国、県教育委員会

【市町の医療的ケアを行う看護師配置への補助】
〔内容〕障害のある児童生徒と障害のない児童生徒が可能な限り共に学ぶ「インクルー
　　　　シブ教育システム」の推進のため、市町村立学校に在籍する児童生徒への医療
　　　　的ケアを行う看護師等にかかる経費について補助する。
〔補助対象経費〕市町村が小中学校及び市町村立特別支援学校に配置する医療的ケア
　　　　　　　　　　のための看護師に係る経費
〔補助対象市町〕11市町
　稲沢市、瀬戸市、小牧市、清須市、蟹江町、安城市、知立市、豊川市、犬山市、
　扶桑町、西尾市
〔補助対象看護師数〕21人
〔補助対象限度額〕1市町村あたり2,100千円（県費補助額700千円）
〔負担割合〕国：県：市＝１：１：１

【市町の医療的ケアを行う看護師配置への補助】
〔内容〕障害のある児童生徒と障害のない児童生徒が可能な限り共に学ぶ「インクルー
　　　　シブ教育システム」の推進のため、市町村立学校に在籍する児童生徒への医療
　　　　的ケアを行う看護師等にかかる経費について補助する。
〔補助対象経費〕市町村が小中学校及び市町村立特別支援学校に配置する医療的ケア
　　　　　　　　　　のための看護師に係る経費
〔補助対象市町〕11市町
　稲沢市、瀬戸市、小牧市、清須市、蟹江町、安城市、知立市、豊川市、犬山市、
　扶桑町、西尾市
〔補助対象看護師数〕21人
〔補助対象限度額〕1市町村あたり2,100千円（県費補助額700千円）
〔負担割合〕国：県：市＝１：１：１
※　本事業は平成３０年度で終了となる。

私立幼稚園特別支援教育費補助金 私立幼稚園特別支援教育費補助金

[目的]障害児を就園させている私立幼稚園の経常的経費に対して補助し、特別支援教育の充実を図る。
[補助額]学校法人　障害児１人あたり：784,000円
　　　　非学校法人　　　〃　　　　：274,400円
[障害の種類]視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自由、病弱・身体虚弱、言語障害、情緒障害（医療
的ケア児に限らない）
[H29対象人数]1,033人

[目的]障害児を就園させている私立幼稚園の経常的経費に対して補助し、特別支援教育の充実を図る。
[補助額]学校法人　障害児１人あたり：784,000円
　　　　非学校法人　　　〃　　　　：274,400円
[障害の種類]視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自由、病弱・身体虚弱、言語障害、情緒障害（医療
的ケア児に限らない）
[H30予算対象人数]1,065人

教育委員会
特別支援
教育課

（教育分野）

県民文化部
学事振興課
私学振興室

（教育分野）

教育委員会
特別支援
教育課

（教育分野）
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